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キャリア教育コーディネーター育成ガイドライン	 

 

１．総則	 	 

 

	 近年、フリーター等の増加や、新規学卒者の早期離職の問題などに端を発した｢教育機関か

ら社会・職業への円滑な移行｣の課題は、経済・雇用情勢の変化に伴い、高卒・大卒者の就職

難も加わり、大きな社会問題となっている。その背景には、企業を取り巻く経営環境の変化に

伴い、グローバル市場の中で競争優位性を確保するため、若者に対してもこれまで以上に求め

る仕事の質が高度化傾向にあることだけでなく、現在の若者が職場や社会に出る前段階におい

て、自分の能力や適性についての理解、社会と自分との関わり、将来に対する目標などを見失

う傾向にあることが大きく影響していると考えられる。 

	 このような現状認識の下、児童・生徒等に対する早期段階からの「キャリア教育」をより充

実させていくため、学校と地域や産業界との連携が今まで以上に強く求められている。しかし、

教員の多忙さ、学校に対する企業などの理解の不足など、様々な要因により産学の対話は必ず

しも進展していない状況にある。 

	 このため、経済産業省では、平成１７年度から３年間、産学双方の事情に精通した地域の教

育支援団体等を、学校と企業等の仲介役となる「コーディネーター」として支援することで、

産学で一体となったキャリア教育を推進してきた。 

	 平成２０年度に閣議決定された「教育振興基本計画」においても、産学のコーディネートを

行いキャリア教育の充実に資する人材の必要性が挙げられており、また、地方公共団体におい

てもコーディネーターを養成しようという動きが始まりつつある。 

	 このようにコーディネーター人材に対する必要性の高まりを受け、経済産業省では、平成２

０年度より「キャリア教育コーディネーター」を育成するため、「キャリア教育民間コーディ

ネーター育成・評価システム開発事業」において研修プログラムの開発・実証を行っている。 

	 今般、キャリア教育コーディネーターを育成する研修プログラムの在り方について、開発・

実証した内容を踏まえ、有識者から構成される「キャリア教育民間コーディネーター育成・評

価システム開発研究会」にて審議を重ね、ここに「キャリア教育コーディネーター育成ガイド

ライン」としてとりまとめた。 

 

1-1.【一般方針】	 

 

	 本ガイドラインは、キャリア教育コーディネーターを育成する機関において、地域社会や学

校の実態に十分に配慮し、研修内容を適切に構成するための具体的な指針として定めるもので

ある。 

 

1-2．【定義】	 
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	 1-1-1.「キャリア教育」とは	 

キャリア教育とは、児童・生徒等が勤労観や職業観を自ら確立することを目指し、学

校と地域社会が一体となって、社会的・職業的自立に向けた力をはぐくむ教育である。 

 

	 1-1-2.「キャリア教育コーディネーター」とは  

キャリア教育コーディネーターとは、地域社会が持つ教育資源と学校を結びつけ、児

童・生徒等の多様な能力を活用する「場」*１を提供することを通じ、キャリア教育の支

援を行うプロフェショナルである。 

常に学校や児童・生徒等の現状を理解し、キャリア教育コーディネーターとして一定

の知識・技能習得後も自ら学び成長し続けていく努力を怠らず、我が国のキャリア教育

の発展に努める。 

*１「場」とは、ものづくりや職場での体験活動などの場所という狭義の意味だけでなく、地域社会

が持つ教育資源を活用した学びの機会という意味を含む。 

 

1-3.【育成方針】	 

 

	 1-3-1.キャリア教育コーディネーターに必要な知識・技能	 

	 キャリア教育コーディネーターは、「キャリア教育に必要な地域資源の発掘とネットワ

ークの構築・維持」、「学校や地域・企業等のニーズを踏まえたキャリア教育に関するプ

ログラムの開発支援」、「プロジェクト運営管理、連絡・調整」の３つの機能を有する。 

	 	 	 	 ３つの機能は、以下の７つの知識・技能に分類される。 

（１）キャリア教育についての基礎的知識 

（２）キャリア教育コーディネーターの業務と在り方 

（３）学校と地域・企業等とのネットワーク構築方法 

（４）産業・地域の現状 

（５）学校の現状と課題 

（６）キャリア教育に関するプログラムの開発方法 

（７）プロジェクトの運営管理に必要な知識・手法 

 

	 1-3-2.キャリア教育コーディネーター育成のための研修内容	 

キャリア教育コーディネーターに必要な知識・技能を習得するため、『別表１キャリア

教育コーディネーター育成のための「研修内容」』、『２．エントリーコースガイドライン』

に定めるとおり、以下１６項目の研修内容（以下「１６項目の研修内容」と記す）を実

施する。 

（１） 我が国に求められる人材像とキャリア教育	 
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（２） キャリア教育に関わる取組	 

（３） キャリア教育コーディネーターの業務と役割	 

（４） 地域資源の理解とネットワークの構築	 

（５） 地域・企業等のキャリア教育支援の現状	 

（６） 地域の雇用や産業等の現状	 

（７） 教育行政に関わる組織と現状	 

（８） 学校組織と教職員の職務の現状	 

（９） 児童・生徒等の発達の段階と現状	 

（１０） 学習指導要領	 

（１１） キャリア教育ではぐくむ力	 

（１２） キャリア教育の事例	 

（１３） プログラムの開発	 

（１４） 各教科等との関わり	 

（１５） 効果測定方法	 

（１６） プロジェクトマネジメント	 

 

1-4.【キャリア教育コーディネーター育成に関する共通的事項】	 

	 

	 	 1-4-1.育成研修内容	 

	 キャリア教育コーディネーターを育成する機関（以下、育成機関と記す）は、本ガイド

ラインに基づきキャリア教育コーディネーター育成研修を実施する。 

（１）「１６項目の研修内容」は、原則としていずれの育成機関においても取り扱わな

ければならない。育成機関において特に必要がある場合には、１６項目を超える

内容を加えて研修することもできるが、その場合は、キャリア教育コーディネー

ター育成の主旨からの逸脱や、研修参加者の過重負担などに配慮する。 

（２）「１６項目の研修内容」の実施順序は、地域の実情や受講者が事前に有する知識

や技能等を踏まえつつ、キャリア教育コーディネーターの職務の理解がより適切

に進むように配慮する。一例として、『別表２キャリア教育コーディネーター育成

のための「研修内容構成案」』を記す。 

	 

	 1-4-2.育成研修のコース	 

キャリア教育コーディネーター育成研修は、「エントリーコース」と、「実践コース」

から構成される。 

（１）「エントリーコース」は、キャリア教育コーディネーターとして必要な基礎的知

識・技能の習得を目標とし、講義や参加型研修等を組み合わせ、３０時間以上の

研修を行う。 
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（２）育成機関は、「エントリーコース」を実施する際に、小論文、面接、プレゼンテ

ーション、筆記試験等を課し、受講者一人一人の知識・技能の習得度を把握しな

ければならない。また、受講者の自己評価と、育成機関による客観評価を記載し

た研修記録等を基に、個人の知識・技能の不足や偏りなどが見られる場合には、

補習や面談により適切な指導を行う。 

（３）「実践コース」は、学校の協力を得て、育成機関の管理の下、キャリア教育コー

ディネーターの業務を一通り経験することで、「エントリーコース」にて習得した

基礎的知識・技能を深め、円滑にキャリア教育のコーディネート業務が実践でき

る人材を育成することを目標とする。 

（４）「実践コース」の受講は、育成機関が個別に行う審査に合格した者のみとし、エ

ントリーコース修了証発行日から数えて、２年以内の受講開始とする。また、「エ

ントリーコース」を受講した育成機関とは異なる育成機関での「実践コース」の

受講も認める。 

（５）「実践コース」の受講希望者が、他の育成機関で「エントリーコース」を受講し

ていた場合は、エントリーコース育成機関は、実践コース育成機関に研修記録等

を提示する。 

（６）「実践コース」の実施に当たっては、『別表３「実践コースチェックシート」』を

用いて研修記録を記載する。 

（７）各コース修了時には修了証を授与する。また、受講者の知識・技能の習得度や

意欲に対するフィードバックを行い、必要に応じて受講者自身に対するキャリア

支援も行う。 

 

1-5.【配慮すべき事項】	 

 

	 育成機関は、次の事項に配慮しながら、創意工夫を行うとともに、全体として調和のとれた

研修を実施するものとする。 

（１）育成機関は、キャリア教育コーディネーター研修の実施に当たり、教育委員会と学

校の協力を得る必要がある。 

（２）研修の実施に当たっては、学校の教育活動の妨げにならないよう、十分配慮する。 

（３）学校の教育活動に支障を及ぼす恐れがある場合、支障があった場合、または学校か

ら中止等を要請された場合、育成機関は速やかに事態を収拾し、校長等の指示に従い

教育活動の正常化に向けて協力する。 

（４）受講者には、教育委員会と学校の協力の下に研修が行われているということを十分

に自覚させる。 

（５）学校や地域の実態、更には当該学校におけるキャリア教育の実施状況等を踏まえて、

効果的にキャリア教育コーディネーターを育成するようにするよう努める。 
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（６）研修講師は育成機関に所属する人材だけでなく、その研修項目の内容についての知

識・経験を持つ人材を、地域または全国から召集するよう努める。 

（７）「エントリーコース」の実施に当たっては、知識の定着を図るため、講義形式だけで

なく参加型研修形式等を取り入れ、キャリア教育コーディネート活動に必要な知識・

技能の習得を目指す。 

 

1-6.【ガイドラインの改訂について】	 

	 本ガイドラインは、下記のような条件により改訂ができるものとする。 

（１）教育に関する法令や学習指導要領等の改正等、教育を取り巻く状況が変化し、キャ

リア教育コーディネーターの役割及び研修内容に過不足が生じた場合。 

（２）教育委員会や学校等の教育関係者から、改訂の要請があった場合。 

（３）その他、キャリア教育民間コーディネーター育成・評価システム開発事業の執行上、

改訂の必要が生じた場合。	 
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別表１：キャリア教育コーディネーター育成のための「研修内容」	 

キャリア教育コー
ディネーターの 
機能 

身につけるべき 
知識・技能 

項目 

 
 

受講者の目標 

キャリア教育に
ついての基礎
的知識 

1 
我が国に求められ
る人材像と、キャリ
ア教育 

我が国の社会・産業の変化や現状、課題について学び、これか
らの社会で求められる人材について広く考察する。また、我が
国のキャリア教育の現状と課題、「キャリア」という言葉のとらえ
方等、キャリア教育の実践を促す支援人材として必要な「キャリ
ア教育についての基礎的知識」を理解する。 

2 
キャリア教育に関
わる取組 

キャリア教育に関わる国や地方公共団体のキャリア教育関連
事業の状況、キャリア教育を実践・研究する学会・研究会・団体
等の取組について理解する。 キャリア教育コ

ーディネーター
の業務と在り方 

3 
キャリア教育コーデ
ィネーターの業務と
役割 

キャリア教育コーディネーターに求められる役割と業務内容を
学び、学校や地域・企業等に求められるコーディネーター像に
ついて理解する。また、コーディネーターとしてのセルフイメージ
の獲得・意欲的に取り組む姿勢を形成する。 

キャリア教育に必
要な地域資源の
発掘とネットワー
クの構築･維持 

学校と地域・企
業等とのネット
ワーク構築方法 

4 
地域資源の理解と
ネットワークの構築 

様々な地域の教育資源（歴史、文化、産業、技術、企業、教育
支援人材等）について学び、キャリア教育の支援人材とネットワ
ークを構築・維持していく重要性を理解する。 

5 
地域・企業等のキャ
リア教育支援の現
状 

企業 CSR 活動の現状や意義、社内人材育成の側面から見た
キャリア教育、キャリア教育を取り入れた地域振興の可能性等
について理解する。 産業・地域の 

現状 

6 
地域の雇用や産業
等の現状 

地域社会の現状、地域の雇用状況や地域産業の特性と課題に
ついて理解する。 

7 
教育行政に関わる
組織と現況 

教育行政の概要や、教育委員会の役割と学校の関係を把握
し、教育支援を行う際の留意点について理解する。 

8 
学校組織と教職員
の職務の現状 

教職員と良好な関係を築くため、教職員の業務量・内容を理解
し、実際に学校関係者とコミュニケーションを取ることで、学校及
び学校関係者の立場や心情を理解する。 

9 
児童・生徒等の発
達の段階と現状 

児童・生徒等に対する正しい理解を得るため、個人による発達
の違い、社会環境・教育環境の現状等の基礎的知識について
理解する。 (特別支援教育への理解も含む） 

学校の現状と 
課題 

10 学習指導要領 
「学習指導要領」についての基礎的知識（学校の裁量範囲、改
訂について等）を学び、キャリア教育の取組を「学習指導要領」
に示される観点から理解する。 

11 
キャリア教育で 
はぐくむ力 

「社会人基礎力」、「職業観・勤労観を育む学習プログラムの枠
組み（例）」等、社会的・職業的自立に関連したはぐくむべき力
について学ぶとともに、実際にキャリア教育の目標を設定する
学校・教員を支援する際の視点を理解する。 

12 
キャリア教育の事
例 

効果的なキャリア教育を実践する上で、体系的に取り組まれて
いる事例について様々な角度から検証し、プログラム作成時に
役立つ見識を得る。 

13 プログラムの開発 
キャリア教育のプログラムについて、開発から・効果測定・改善
までの流れを学ぶとともに、地域・企業等と連携したプログラム
開発の基礎技能を習得する。 

14 
各教科等との 
関わり 

各教科等とキャリア教育プログラムとの関連付けの重要性等に
ついて理解する。 

学校や地域・企業
等のニーズを踏
まえたキャリア教
育に関するプログ
ラムの開発支援 

キャリア教育に
関するプログラ
ムの開発方法 

15 効果測定方法 
キャリア教育コーディネーターとして担当したキャリア教育プロ
グラムに対する効果測定方法や、結果の活かし方について理
解する。 

プロジェクト運営
管理、連絡・調整 

プロジェクトの
運営管理に必
要な知識・手法 

16 
プロジェクト 
マネジメント 

プロジェクト全体を俯瞰し、その立上げから計画、実行、効果測
定のプロセスについて、マネジメントするための基礎的知識と手
法を習得する。 
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２．エントリーコースガイドライン	 	 

	 

2-1.【我が国に求められる人材像とキャリア教育】	 

	 

	 2-1-1.目標	 

（１）我が国の社会・産業の変化や児童・生徒等を取り巻く環境等の実態や課題、これ

からの社会で求められる人材などについて広く考察させ、キャリア教育の必要性に

ついて理解させる。	 

（２）キャリア教育を支援する人材として求められる「キャリア教育についての基礎的

知識」を理解させる。	 

	 

	 2-1-2.内容	 

（１）キャリア教育とは何か	 

	 	 キャリアの語源や定義、キャリア教育の目的、キャリア教育で育成すべき力、

キャリア教育とは何かなどについて理解させる。	 

（２）キャリア教育の必要性	 

	 	 キャリア教育が提唱された背景や、キャリア教育の必要性について理解させる。	 

（３）キャリア教育の現状と具体的取組	 

	 	 キャリア教育コーディネーターの活動に関連する法令等の内容や改定にも触れ

ながら、小学校、中学校、高等学校、大学等における、これまでのキャリア教育

の取組等について理解させる。	 

	 

	 2-1-3．進め方	 

（１）企業の人事担当者や、キャリア教育研究者、教育関係者等を招へいして、受講

者が理解しやすいよう工夫する。	 

（２）受講者自身の理解の深化を支援するため、様々な情報（キャリア教育の書籍、

ウェブサイト等の紹介）を提供する。	 
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2-2.【キャリア教育に関わる取組】	 	 

	 

	 2-2-1．目標	 	 	 

（１）キャリア教育に関わる国や地方公共団体の事業の状況について理解させる。 

（２）キャリア教育を研究する学会や団体の取組について理解させる。  

 

	 2-2-2．内容	 	 

（１）国や地方公共団体の取組 

	 	 	 キャリア教育に関する国や地方公共団体の取組について、事業の背景や成果な

どについて理解させる。 

（２）学会・団体の取組 

	 	 	 キャリア教育の取組について、研究の背景や成果などについて理解させる。  

（３）キャリア教育の事業の活用と、団体との連携 

 	 キャリア教育コーディネーターとして活動する際に、国や地方公共団体の事業

が活用できることや、研究団体とも連携ができるということを理解させるように

する。 

 

	 2-2-3．進め方	 

（１）経済産業省・文部科学省・厚生労働省・地方公共団体等の行政機関が行ってい

るキャリア教育に関連した事業について、受講者が理解しやすいよう関係者の招

へいや、関連資料等を使用するなど工夫する。	 

（２）キャリア教育の研究者や研究団体が行っているキャリア教育に関連した取組に

ついて、受講者が理解しやすいよう関係者を招へいしたり、関連資料等を使用す

るなど工夫する。	 
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2-3.【キャリア教育コーディネーターの業務と役割】	 

 

	 2-3-1．目標	 	 	 

	 	 キャリア教育コーディネーターの役割と業務内容、期待される機能について理解させる。 

 

	 2-3-2．内容	 	 

（１）キャリア教育コーディネーターの役割 

	 キャリア教育コーディネーターの役割を次のような観点から説明できるように

させる。 

ア	 社会的・職業的自立に向けた力の育成を支援する。 

イ	 学校や児童・生徒等の現状を理解し、地域社会が持つ教育資源と学校を

結びつける 

ウ	 児童・生徒等の多様な能力を活用する学びの「場」を提供すること等を

通じ、キャリア教育の支援を行う 

（２）キャリア教育コーディネーターの基本機能 

	 	 キャリア教育コーディネーターの基本的な機能を次のような内容から説明でき

るようにさせる。 

ア	 キャリア教育に必要な地域資源の発掘とネットワークの構築・維持 

イ	 学校や地域・企業等のニーズを踏まえたキャリア教育に関するプログラ

ムの開発支援 

ウ	 プロジェクト運営管理、連絡、調整 

（３）キャリア教育コーディネーターが身につけるべき知識・技能 

	 	 	 	 	 	 キャリア教育コーディネーターとして身につけるべき知識・技能を理解させる。 

ア	 キャリア教育についての基礎的知識 

イ	 キャリア教育コーディネーターの業務と在り方 

ウ	 学校と地域・企業等のネットワーク構築方法 

エ	 産業・地域の現状 

オ	 学校の現状と課題 

カ	 キャリア教育に関するプログラムの開発方法 

キ	 プロジェクトの運営管理に必要な知識・手法 

 （４）キャリア教育コーディネーターの業務内容 

キャリア教育コーディネーターの業務内容を理解させる。 

ア	 学校ニーズの把握 

イ	 キャリア教育に必要な地域資源の把握 

ウ	 キャリア教育プログラム案の開発 

エ	 キャリア教育プログラム案の提案 
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オ	 学校や児童・生徒等の実態に即したキャリア教育プログラム案への改良 

カ	 キャリア教育プログラムの実施に当たっての学校との調整 

キ	 キャリア教育プログラムの実施に当たっての教育支援人材*２との調整 

ク	 キャリア教育プログラム実施までのその他の調整と進行管理	  

ケ	 キャリア教育プログラム実施当日の支援 

コ	 キャリア教育プログラムの効果測定 

サ	 キャリア教育プログラム実施後の振り返り・フォローアップ 

シ	 実施記録・報告書等のまとめ 

 *２本ガイドラインにおける教育支援人材とは、キャリア教育コーディネーター以外の	 

地域の教育支援者を指す。 

	 2-3-3．進め方	 

（１）キャリア教育コーディネーターの経験者や、キャリア教育コーディネーターと協働

してキャリア教育を実施したことがある関係者を招へいし、受講者が理解しやすいよ

う工夫する。	 

（２）学校や地域・企業等から求められるキャリア教育コーディネーターの人材像につい

ての認識を深めさせるために、講義だけでなく、参加型研修や小論文作成等を実施す

る。 
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2-4.【地域資源の理解とネットワークの構築】	 

	 

	 2-4-1．目標	 

（１）キャリア教育に活用できる地域資源について理解させる。	 

（２）地域の教育支援人材とネットワークを作る方法を考えさせ、行動させる。	 

	 

	 2-4-2．内容	 

（１）キャリア教育への地域資源の活用	 

	 	 地域に存在する資源をキャリア教育において活用する方法を理解させる。	 

（２）ネットワークの構築と維持	 

	 	 	 地域・企業等が学校におけるキャリア教育に協力し支援するネットワーク（仕組み）

を構築・維持することで、継続的なキャリア教育の実践が可能になることを理解させ

る。	 

	 

	 2-4-3．進め方	 

（１）地域の歴史、文化、産業、技術、企業、教育支援人材等、地域資源をイメージでき

るように様々な具体事例を提示する。	 	 

（２）地域の経済団体等が中心となったキャリア教育ネットワークの事例等を提示するこ

とで、地域・企業等の教育支援人材とのネットワーク構築の可能性について考えさせ

る。	 

（３）地域の現状を俯瞰している関係者、地域においてネットワークを活用しながら仕事

をしている関係者、キャリア教育コーディネーター経験者等を招へいしたり、地域・

企業訪問等を実施したりして、ネットワーク構築のために必要な業務を具体的に想定

させ、受講者が理解しやすいよう工夫する。	 
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2-5.【地域・企業等のキャリア教育支援の現状】	 

	 

	 2-5-1．目標	 

	 	 地域・企業等のキャリア教育支援の現状を理解させる。また、キャリア教育支援は地域

や企業の一方的な社会貢献ではなく、学校や児童・生徒等との関わりの中で地域・企業も

様々なメリットを得ることを理解させる。	 

	 

	 2-5-2．内容	 

（１）企業のキャリア教育支援の現状	 

	 ＣＳＲ（Corporate Social Responsibilityの略、「企業の社会的責任」の意）活動や、

キャリア教育支援を通じた社内人材育成等の現状や動向について理解させる。	 

（２）地域のキャリア教育支援の現状	 

	 キャリア教育支援を通じた地域振興の現状や動向について理解させる。	 

（３）キャリア教育が地域・企業等へもたらすメリット	 

	 学校や児童・生徒等との関わりの中で、地域・企業が得る様々なメリットを理解さ

せる。	 

	 

	 2-5-3．進め方	 

（１）地域や企業の関係者を招へいするなど、受講者が理解しやすいよう工夫する。	 

（２）関連資料等を使用して、受講者が理解を深められるよう工夫する。 
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2-6.【地域の雇用や産業等の現状】	 

	 

	 2-6-1．目標	 

	 	 地域社会の現状、地域の雇用状況や地域産業の特性と課題を理解させる。	 

	 

	 2-6-2．内容	 	 

（１）地域産業の現状	 

	 	 	 	 	 研修を実施する当該地域における産業の変遷や現状、課題を理解させる。	 

（２）雇用の現状	 

	 	 	 	 	 若年労働者を取り巻く現状を中心に、地域における雇用の現状と課題を理解させる。	 

	 

	 2-6-3．進め方	 

	 	 （１）地域の現状を俯瞰して把握している関係者、地域の経済団体等関係者、地方公共団

体関係者等を招へいするなど、受講者が理解しやすいよう工夫する。	 

	 	 （２）関連資料等を使用して、受講者が理解を深められるよう工夫する。	 
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2-7.【教育行政に関わる組織と現状】	 

 

	 2-7-1．目標	 

	 教育行政の概要や、教育委員会の役割、教育委員会と学校との関係など、キャリア教育の

コーディネート業務を円滑に行うために留意すべき事項について理解させる。 

 

	 2-7-2．内容	 

（１）教育委員会制度 

	 教育委員会制度の概要、教育委員会の権限、教育委員会事務局の組織などにつ

いて理解させる。 

（２）教育委員会と学校との関係 

	 	 	 教育委員会と学校との関係について理解させる。 

（３）キャリア教育を推進する組織と予算 

 	 キャリア教育を推進するために関わりの深い部署や役職、予算等を理解させる。 

 

	 2-7-3．進め方	 

（１）「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」などの法令から基本的な内容に

ついて扱う。 

（２）教育行政関係者を招へいするなど、受講者が理解しやすいよう工夫する。 

（３）教育行政関連資料等を使用して、受講者がより理解を深められるよう工夫する。 
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2-8.【学校組織と教職員の職務の現状】	 

 

	 2-8-1．目標	 

	 教職員との良好な関係を構築するために、学校運営や教職員の職務内容を理解させ、キャ

リア教育のコーディネート業務を行う上で配慮すべき事項についての視点を与える。 

 

	 2-8-2．内容	 

（１）校種別の特徴 

	 初等中等教育段階における各学校種の特徴について理解させる。さらに、必要

に応じて、高等教育機関、継続教育機関、職業訓練機関などの特徴を理解させる

内容を加える。 

（２）学校組織とその運営 

	 学校や教職員の組織構造や意思決定の方法について理解させる。 

（３）教職員の業務内容 

	 教育課程や教職員の日常的な業務の実情を理解させる。 

 

	 2-8-3．進め方	 

（１）小学校、中学校、高等学校、特別支援学校等、それぞれの違いを示しながら理

解させる。 

（２）学校の規模や地域性によって各学校の教育課程が異なることについて扱う。 

（３）学校長や副校長・教頭の権限、職員会、学年会、教科会等、各種会議の役割に

ついて、また、様々な意思決定経路について解説する。 

（４）校務分掌等を含む校内組織図等を提示するなど、具体的な資料等を使用して、

学校内で教職員が多様な役割を持つことを理解させるよう工夫する。 

（５）学校関係者等を招へいしたり、学校訪問を行ったりして、受講者が理解しやす

いよう工夫する。 
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2-9.【児童・生徒等の発達の段階と現状】	 

	 

	 2-9-1．目標	 

	 児童・生徒等の理解に対する正しい理解を得るために、児童・生徒等の発達の段階に関す

る基礎的知識や、現代の児童・生徒等の実態を理解させる。 

 

	 2-9-2．内容	 

（１）児童・生徒等の発達の段階 

	 児童・生徒等の発達の段階を理解させる。また同学年内でも個人により発達の段

階が異なることを理解させる。 

（２）児童・生徒等の実態 

	 	 	 	 	 	 現在の児童・生徒等の実態を理解させる。 

（３）児童・生徒等への関わり方 

	 キャリア教育のコーディネート業務を行う際の児童・生徒等への対応方法や留

意点、教員との連携について理解させる。 

 

	 2-9-3．進め方	 

（１）それぞれの年齢に応じた精神的・身体的な発達の特徴や傾向の基礎的な事項につ

いて理解させる。 

（２）小学校、中学校、高等学校、特別支援学校等の今日的な児童・生徒等の実態につ

いて、学力調査や生活調査等の各種統計資料や具体的なケースを示すとともに、教

育支援に必要とされる内容について取り扱う。また、指導上特に配慮が必要な児童・

生徒等に関する対応方法等についても扱う。 

（３）児童・生徒等に直接的な指導・支援を行う際には、教員の判断や指示に従うこと

が前提となるなど、キャリア教育コーディネーターの職務の範囲について理解を深

める。 

（４）教育関係者を招へいするなど、受講者が理解をしやすいよう工夫する。 
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2-10.【学習指導要領】	 

	 

	 2-10-1．目標	 

	 小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の学習指導要領や、キャリア教育の位置付け

を理解させる。 

 

	 2-10-2．内容	 

（１）学習指導要領の概要 

	 	 	 学習指導要領の内容やその位置付けについて理解させる。また、学習指導要領

の改訂と新しい学習指導要領への移行についても理解させる。 

（２）キャリア教育との関係 

	 	 	 学習指導要領とキャリア教育との関連について理解させる。 

 

	 2-10-3．進め方	 

（１）学習指導要領の改訂の重要なポイントについて示し、キャリア教育の位置付け

について解説する。 

（２）教育関係者を招へいするなど、受講者が理解しやすいよう工夫する。 
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2-11.【キャリア教育ではぐくむ力】	 

 
	 2-11-1．目標	 	  

（１）「社会人基礎力」、「職業観・勤労観を育む学習プログラムの枠組み（例）」など、

社会的・職業的自立に関連したはぐくむべき力についての知識を習得させる。  

（２）実際にキャリア教育の目標を設定する学校・教員を支援する際の視点を養わせ

る。  

 

	 2-11-2．内容	  

（１）育成する力 

	 社会的・職業的自立に向けた力とは、知識だけにとどまらず、様々な体験活動等

社会とのつながりを通じて、それらの能力を活用する力であることを理解させる。 

（２）キャリア教育の目標設定 

	 学校の教育活動の一環としてのキャリア教育の具体的な目標は、学校が主体的に

設定するものである。キャリア教育コーディネーターの役割は、その目標設定を支

援するために、地域・企業等の動向等を学校に伝えることであると理解させる。 

 

	 2-11-3．進め方	  

（１）キャリア教育の目標となりえる力については、以下のような多様なモデルが提

示されていることを紹介する。 

ア	 社会人基礎力（経済産業省の例示） 

イ	 職業観・勤労観を育む学習プログラムの枠組み（例）（文部科学省の例示） 

ウ	 学校や教育委員会等で策定されている「力」 

（２）「2-1．我が国に求められる人材像とキャリア教育」や「2-2．キャリア教育コ

ーディネーターの業務と役割」で学習した内容や、具体的なプログラム事例を踏

まえて理解させる。 

（３）国や地方公共団体等の行政関係者、教育関係者、キャリア教育コーディネータ

ー経験者等を招へいするなど、受講者が理解しやすいよう工夫する。 

（４）関係資料を使用するなどして、受講者が理解を深められるよう工夫する。 
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2-12.【キャリア教育の事例】	 	 

 

	 2-12-1．目標	 	 	 

効果的・体系的に取り組まれているキャリア教育の事例について、様々な角度から研究・

検証することを通じ、キャリア教育プログラムの開発能力向上を目指す。  

 

	 2-12-2．内容	 	 

（１）キャリア教育プログラムの多様性 

	 児童・生徒の発達段階、活用できる教育資源や、はぐくみたい力の違いなどに

より、様々なキャリア教育プログラムが存在することを理解させる。 

（２）体系的なプログラム 

	 学年間の連携や、小学校と中学校、中学校と高等学校等、校種間の連携によっ

て実践されているキャリア教育プログラムの事例を提示する。 

 

	 2-12-3．進め方	 	 

（１）以下のようなキャリア教育プログラムの事例について、特徴や目標、効果の違

いを整理して伝える。また、様々なプログラムが組み合わされた事例も紹介する。 

ア	 実際の職場で仕事を体験するプログラム 

イ	 企業の活動や経済の仕組みについて実状や展望を聴くプログラム	 

ウ	 経済活動の最前線で活躍している社会人を招き、仕事の醍醐味を聴くプ

ログラム	 

エ	 教科で教えている内容と社会・職業とのつながりを学ぶプログラム 

オ	 インタビューを行い、情報媒体を作成して発表するプログラム 

カ	 与えられた課題に対して企画を立案し、発表を行うプログラム 

キ	 児童・生徒等の関心事や夢などを社会と結び付けて考えるプログラム 

ク	 仮想の社会を構築して体験するプログラム 

ケ	 その他 

（２）校種間の連携と協力によって実践されているキャリア教育プログラムを紹介する

際には、「2-8．学校運営や教職員の職務」で学習した校種別の理解における知識

を踏まえながら説明する。 

（３）キャリア教育実践団体等の関係者、キャリア教育コーディネーター経験者等を招

へいするなど、受講者が理解しやすいよう工夫する。 

（４）関連資料等を使用し、受講者が理解を深められるよう工夫する。 
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2-13.【プログラムの開発】	 

 

	 2-13-1．目標	 	 	 

（１）キャリア教育のプログラムについて、開発から効果測定・改善までの流れを理

解させる。 

（２）企業・地域と連携したプログラム開発の基礎技能を習得させる。 

 

	 2-13-2．内容	 	 

（１）プログラム開発の流れ 

	 プログラム開発の一連の流れについて理解させ、実際にプログラムを開発させ

る。 

ア	 対象となる児童・生徒等の実態把握 

イ	 目標設定	  

ウ	 計画作成 

エ	 内容作成 

エ	 準備・実践スケジュールの作成 

オ	 効果測定方法の設定 

カ	 その他 

（２）プログラム開発時の留意点 

	 	 プログラム開発をする際に考慮すべき事項について理解させる。 

ア	 学校教育計画との整合性 

イ	 キャリア教育の全体計画及び年間指導計画との整合性 

ウ	 学校の要望 

エ	 児童・生徒等の実態に対する配慮	  

オ	 地域・企業等のニーズとの調和 

カ	 予算の配分 

キ	 その他 

（３）具体的実践の企画提案書の作成方法 

	 	 企画提案書を作成するために必要なことを理解させる。 

ア	 本時のねらいの設定 

イ	 児童・生徒等の活動の設定 

ウ	 時間配分 

エ	 留意点の設定 

オ	 教員との連携・分担 

（４）各種教材の活用方法 

 	 	 教材の活用方法や作成方法について理解させる。 
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ア	 ワークシートの活用 

イ	 ビデオ等映像の活用 

ウ	 パソコンやインターネット等の活用 

エ	 掲示教材の活用 

オ	 その他の教材の活用 

 

	 2-13-3．進め方	  

（１）教材の活用方法については児童・生徒等にとって分かりやすく、ねらいが明確で

ある教材等を具体的に紹介する。 

（２）教材の作成に当たっては、既成のＶＴＲ・写真・音楽等を教材として使用する際

に、著作権等に配慮を要することを具体的に紹介する。 

（３）教育関係者、学校関係者、キャリア教育コーディネーター経験者等を招へいする

など、受講者が理解しやすいよう工夫する。 

（４）プログラム開発を体験させるために、参加型研修（アイディアを出し合うブレー

ンストーミングやワークショップ、プレゼンテーション等）を積極的に取り入れ受

講者が理解を深められるよう工夫する。 
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2-14.【各教科等との関わり】	 

 

	 2-14-1．目標	 

各教科、総合的な学習の時間、外国語活動、道徳、特別活動などとキャリア教育プロ

グラムとの関連付けの重要性について理解させる。  

 

	 2-14-2．内容	  

各教科等におけるあらゆる内容が、様々な仕事や職種において、社会的・職業的自立

に向けた力の基盤となっていることを理解させる。 

また、各教科等の全体計画や年間指導計画、それぞれの単元等のねらいを生かしたキ

ャリア教育プログラムを作成するために、各教科等の学習内容を理解しながら企画する

ことが肝要であることを理解させる。 

 

	 2-14-3．進め方	 	 

（１）学習指導要領や支援対象学校の各教科等の年間指導計画、教科書等、具体的な

関連資料を見ながら、各教科等との関連を考えさせる。 

（２）教育関係者、学校関係者、キャリア教育コーディネーター経験者等を招へいす

るなど、受講者が理解しやすいよう工夫する。 
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2-15．【効果測定方法】	 

 

	 2-15-1．目標	 	 	 

	 キャリア教育コーディネーターとして担当したキャリア教育プログラムに対する効

果測定、測定による検証方法・改善方法について理解させる。 

 

	 2-15-2．内容	 	 

	 （１）効果測定方法の理解 

	 キャリア教育プログラムの効果測定方法には、アンケート集計等の定量的測定

と、記述・観察・インタビュー等による定性的測定など、様々な方法があること

を理解させる。また、プログラム実践の際にすべての内容を行う必要はないが、

組み合わせることで、より効果的になることを紹介する。 

ア	 事前・事後アンケート 

イ	 実施したプログラムへの感想等の記述からの測定 

ウ	 児童・生徒等の授業態度や発言の観察 

エ	 担当教員へのインタビュー・アンケート 

オ	 教育支援人材へのインタビュー・アンケート 

カ	 その他 

（２）効果測定結果の活用 

	 実践したキャリア教育プログラムの効果測定結果から成果を把握し、その結果

を活用することにより、キャリア教育コーディネーターとして更に有効に活動し

ていくための視点を理解させる。 

ア	 プログラムの成果の把握 

イ	 プログラムの改善 

ウ	 プログラム実施校への報告や改善提案 

エ	 プログラムへの支援者である地域・企業等への報告や改善提案 

オ	 プログラムの実施を考えている学校への提案 

カ	 プログラムへの支援を考えている地域・企業等への提案 

キ	 その他 

 

	 2-15-3．進め方	 

（１）様々な効果測定方法を提示したり、効果測定を行った具体的な事例を取り上げ

たりする。 

（２）効果測定の研究者、教育関係者、キャリア教育コーディネーター経験者等を招

へいして、測定結果を活かした例を聞くなどして、受講者が理解しやすいよう工

夫する。 
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2-16．【プロジェクトマネジメント】	 

	 

	 2-16-1．目標	 

（１）「キャリア教育プロジェクト」全体を俯瞰し、その立ち上げから計画、実行、効果

測定までのプロセスをマネジメントするための基礎的な知識を理解させる。	 

（２）キャリア教育コーディネーターに特有のプロジェクトマネジメントのポイントを

理解させる。	 

	 

	 2-16-2．内容	 

（１）キャリア教育のプロジェクト	 

	 「キャリア教育プロジェクト」とは、キャリア教育の授業及び実施する学校、支

援する地域・企業等との事前・事後の連絡調整を含む活動全般を指し、キャリア教

育コーディネーターはプロジェクトマネジャーとして活動していくことを理解させ

る。	 

（２）プロジェクトマネジメントの基礎知識	 

	 	 	 プロジェクトマネジメントに必要となる基礎知識を理解させる。	 

	 

	 2-16-3．進め方	 

（１）キャリア教育コーディネーターの年間を通じた活動の様子や、スケジュール管

理方法等を具体的に提示することで、日々のコーディネート業務を想定させ、受

講者がより理解しやすいように工夫する。	 

（２）実際にプロジェクトを動かしながら仕事をしている人や、キャリア教育コーデ

ィネーター経験者等を招へいして、受講者が理解しやすいよう工夫する。	 

（３）プロジェクトマネジメントについて紹介している書籍や資料等を活用し、基礎

知識についての理解が深まるよう工夫する。	 
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３．	 実践コースガイドライン	 

	 

3-1．目標	 

	 エントリーコースで習得した基礎的知識・技能を生かし、キャリア教育コーディネータ

ーとして活動できる実践的な経験を得させる。	 

	 

3-2．内容	 

	 

	 3-2-1．研修内容	 

	 キャリア教育プログラムの実施に当たって必要とされるコーディネート業務を実践す

る。その際に、受講者は日々の業務日誌を作成して記録する。	 

	 ※最低限、１単位時間の授業に直接携わるものとする。	 

	 

	 3-2-2．経験すべき業務内容	 

	 次の項目について育成機関の管理の下、キャリア教育コーディネーターの業務を経験さ

せる。	 

（１）学校ニーズの把握 

	 実践コース実施協力の了解が得られた学校の、キャリア教育についてのニーズを

ヒアリングする。 

（２）キャリア教育に必要な地域資源の把握 

	 地域・企業等に働きかけ、キャリア教育に協力してもらう了解を得る。 

（３）キャリア教育プログラム案の開発 

	 実施プログラム案を開発する。 

（４）キャリア教育プログラム案の提案 

	 開発したプログラム案を学校に提案する。 

（５）学校や児童・生徒等の実態に即したキャリア教育プログラム案への改良 

	 学校と協議し、プログラムを実施する児童・生徒等の実態に即した案として作り

あげる。 

（６）キャリア教育プログラムの実施に当たっての学校との調整 

	 実施プログラム案に従って、学校との調整を行う。 

（７）キャリア教育プログラムの実施に当たっての教育支援人材との調整 

	 	 	 実施プログラム案に従って、支援者等との調整を行う。 

（８）キャリア教育プログラム実施までのその他の調整と進行管理 

	 	 	 スムーズなプログラム実施のための段取りや手配等を行う 

（９）キャリア教育プログラム実施当日の支援 

 	 	 授業実施当日に、円滑なプログラム実施のためのサポートを行う。 
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（10）キャリア教育プログラムの効果測定	 

	 	 	 定量的・定性的な手法を使って、効果の測定を行う。	 

（11）キャリア教育プログラム実施後の振り返り・フォローアップ	 

	 実施記録や報告書等をまとめる。	 

	 

	 上述の１１項目に加え、以下の２項目は最低でもいずれか１つを経験させる。	 

（12）学校との関係づくり	 

	 	 	 	 	 プログラムを実施する学校に働きかけ、実施体制をつくる。	 

	 （13）教育資源や教育支援人材との関係づくり	 

プログラムの実施に協力する地域・企業等に働きかけ、協力を得る。	 

	 

	 3-2-3．育成すべきその他の能力	 

「実践コース」での育成のプロセスを通じ、以下の能力の育成に努める。	 

	 	 （１）関係者とのコミュニケーション能力	 

	 	 （２）行動力・実行力	 

	 	 

3-3．進め方	 

（１）「実践コース」では学校や受講者個人の事情が異なることが予想されるため、研修

内容や経験が偏らないように配慮する。	 

（２）「実践コース」では、主に学校でのキャリア教育のコーディネートを通じて、受講

者にキャリア教育コーディネーターの様々な業務を経験させるが、学校の教育活動に

支障を及ぼす恐れがある場合、支障があった場合、または学校から中止等を要請され

た場合に、育成機関は速やかに事態を収拾し、校長等の指示に従い教育活動の正常化

に向けて協力する。	 

（３）随時、規定のチェックシートで「経験すべき業務内容」の関与レベルと、自己評価

を確認すると共に、育成機関の指導者も評価を行う。規定のチェックシートは別添す

る。	 

（４）育成機関は、「実践コース」が修了した受講者に修了証を授与する。また、受講者

が今後も自己研鑽していけるよう、期間中に作成された業務日誌による研修記録と、

終了後の規定のチェックシートによって、本人にフィードバックを行う。	 
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平成２１年度キャリア教育民間コーディネーター育成・評価システム開発研究会	 

（平成２２年３月現在	 敬称略）	 
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キャリア教育コーディネーター育成ガイドライン作業関係者	 

	 

【全体とりまとめ】	 
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